
様式１

近畿大学

農学部AIデータサイエンティスト養成プログラム

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

学部・学科単位のプログラム

農学部

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

全学科共通の「基礎科目」から7科目13単位、および各学科で指定する「応用科目」（必
要単位は学科ごとに異なる）をすべて修得すること。

【全学科共通の基礎科目：7科目13単位】
情報基礎、データリテラシー入門、基礎数学、統計と考え方、情報処理、AI基礎論、AI基
礎演習

【農業生産科学科*（応用科目）：4科目8単位】 *令和9年4月より「農学科」に名称変更予
定
作物生産情報学、農業経済学、施設園芸学、数学

【水産学科（応用科目）：6科目10単位】
水産実用数学、水産学基礎実験Ⅰ、水産学基礎実験Ⅱ、数学、漁業情報学、漁業生産
システム論

【応用生命化学科（応用科目）：6科目11単位】
数学Ⅰ、数学Ⅱ、生物統計学、生命情報学、生命情報学実習、生命有機化学

【食品栄養学科（応用科目）：3科目6単位】
栄養情報処理基礎、数学、公衆栄養学Ⅱ

【環境管理学科（応用科目）：5科目8単位】
情報処理専門演習Ⅰ、情報処理専門演習Ⅱ、数学、環境統計学、環境数理学

【生物機能科学科（応用科目）：4科目7単位】
物理学実験、数学、バイオインフォマティクス演習、生命情報学

⑦プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 10 科目

19 単位

Ⅲ

授業科目 単位数 1-6 1-7 2-2 2-7 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 ＡＩ・DS実践 1-3 1-4 1-5 2-3 2-4 2-5 2-6 3-6 3-7 3-8 3-9
数学
発展

AI応用
基礎

データ
サイエンス
応用基礎

データ
エンジニアリング

応用基礎
その他

情報基礎 2 ○ ○ ○

データリテラシー入門 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基礎数学 2 ○

統計と考え方 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報処理 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

AI基礎論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

AI基礎演習 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

作物生産情報学 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業経済学 2 ○ ○

施設園芸学 2 ○

数学 2 ○ ○

水産実用数学 2 ○ ○ ○

水産学基礎実験Ⅰ 1 ○

水産学基礎実験Ⅱ 1 ○

数学 2 ○ ○

漁業情報学 2 ○ ○

漁業生産システム論 2 ○ ○

数学Ⅰ 2 ○ ○ ○

数学Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生物統計学 2 ○ ○ ○ ○ ○

生命情報学 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

生命情報学実習 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

生命有機化学 2 ○ ○ ○

栄養情報処理基礎 2 ○ ○ ○

数学 2 ○ ○

公衆栄養学Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報処理専門演習Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○ ○

情報処理専門演習Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

数学 2 ○ ○

環境統計学 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

モデルカリキュラム対応状況

Ⅰ

⑥ 修了要件

① 申請単位

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和８年度申請用

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ プログラム履修必須の有無

Ⅱ

食品栄養学科

環境管理学科

農業生産科学科*（11科目21単位）、水産学科（13科目23単位）、応用生命化学科（13科目24単位）、
食品栄養学科（10科目、19単位）、環境管理学科（12科目、21単位）、生物機能科学科（11科目、20単位）

*令和9年4月より「農学科」に名称変更予定

（１）必須科目（プログラムを修了する
ために必ず履修しなければならない科
目）

全学科共通

農業生産科学科*
*令和9年4月より「農学科」に名称変更予定

水産学科

応用生命化学科



環境数理学 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

物理学実験 1 ○ ○ ○ ○ ○

数学 2 ○ ○

バイオインフォマティクス演習 2 ○ ○ ○

生命情報学 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環境管理学科

生物機能科学科

（２）選択必須科目（プログラムを修了
するために一定の条件のもと履修しな
ければならない科目）

（３）選択科目（プログラムを構成する
科目のうち「必須科目」「選択必須科
目」のいずれにも該当しない科目）



⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-7

・アルゴリズムの表現(フローチャート, アクティビティ図)「情報処理」（10回目）
・並び替え(ソート)、探索(サーチ)「情報処理」（10回目）、「作物生産情報学」（（4回目）
・ソートアルゴリズム（バブルソート、選択ソート、挿入ソートなど）「情報処理」（10回目）、
「作物生産情報学」（4回目）
・探索アルゴリズム（線形探索、二分探索、リスト探索、木探索など）「情報処理」（10回
目）

2-2

・コンピュータで扱うデータ (数値、文章、画像、音声、動画など) 「データリテラシー入門」
（4回目）、「情報処理」（1回目）、「作物生産情報学」（3回目）、「生命情報学」［応用生命
化学科］（2-7, 9-13回目）、「生命情報学実習」（1-6回目）、「情報処理専門演習Ⅱ」
（6,7,10,11回目）、「生命情報学」［生物機能科学科］（1回目）
・構造化データ、非構造化データ「データリテラシー入門」（4回目）、「情報処理」（1回
目）、「作物生産情報学」（3回目）、「生命情報学」［応用生命化学科］（2回目）、「生命情
報学実習」（1, 4回目）
・情報量の単位(ビット、バイト)、二進数、文字コード「情報処理」（1回目）、「生命情報学」
［応用生命化学科］（2回目）、「生命情報学実習」（1, 4回目）
・情報量の単位(ビット、バイト)「作物生産情報学」（3回目）
・情報量の単位(ビット、バイト)、二進数「情報処理専門演習Ⅰ」（14,15回目）
・配列、木構造(ツリー)、グラフ「情報処理」（2回目）、「生命情報学」［応用生命化学科］（2
回目）、「生命情報学実習」（1, 4回目）
・グラフ「作物生産情報学」（5回目）、「情報処理専門演習Ⅱ」（2,3,12,13回目）、「環境数
理学」（3,4,5,6,7回目）

2-7

・文字型、整数型、浮動小数点型 「情報処理」(10回目）、「生命情報学」［応用生命化学
科］（2回目）、「生命情報学実習」（1,4回目）、「数学II」（1回目）、「情報処理専門演習Ⅰ」
（3,4,5回目）
・文字型、整数型「物理学実験」（第3週：5, 6回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算 「情報処理」（10回目）、「生命情報学」［応用生命化
学科］（2回目） 、「生命情報学実習」（1,4,6回目）、「数学II」（1回目）、「情報処理専門演習
Ⅰ」（3,4,7回目）
・変数、代入、四則演算「環境数理学」（1,2回目）
・配列、関数、引数、戻り値「情報処理」（10回目）、「数学II」（1回目）、「生命情報学実習」
（1,4,6回目）、「情報処理専門演習Ⅰ」（5,6,8,9,11,12,13,14,15回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「情報処理」（12回目）、「生命情報学
実習」（1,4,6回目）、「数学II」（1,4回目）、「情報処理専門演習Ⅰ」（6～15回目）、「情報処
理専門演習Ⅱ」（5,7,9,11,13,14,15）

1-1

・データ駆動型社会、Society 5.0 「データリテラシー入門」（1回目）、「作物生産情報学」
［農業生産科学科］（2回目）
・データ駆動型社会「情報基礎」（1回目）
・データサイエンス活用事例 (仮説検証、知識発見、 原因究明、計画策定、判断支援、
活動代替など) 「データリテラシー入門」（2回目）、「作物生産情報学」［農業生産科学科］
（2回目）、「漁業生産システム論」［水産学科］ (8回目)、「生命有機化学」［応用生命化学
科］(1,2,3,4,9,12,14,15回目)
・データを活用した新しいビジネスモデル「データリテラシー入門」（3回目）

1-6

授業に含まれている内容・要素

（１）データサイエンスとして、統
計学を始め様々なデータ処理に
関する知識である「数学基礎
（統計数理、線形代数、微分積
分）」に加え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリズム」、
「データ表現」、「プログラミング
基礎」の概念や知識の習得を目
指す。

（２）ＡＩの歴史から多岐に渡る技
術種類や応用分野、更には研
究やビジネスの現場において実
際にＡＩを活用する際の構築から
運用までの一連の流れを知識と
して習得するＡＩ基礎的なものに
加え、「データサイエンス基礎」、
「機械学習の基礎と展望」、及び
「深層学習の基礎と展望」から
構成される。

・順列、組合せ、集合、ベン図、条件付き確率 「数学」（1,2,3回目）、「公衆栄養学II」（2,3,4回目）
・順列、組み合わせ「統計と考え方」［農業生産科学科・応用生命化学科・食品栄養学科］（5回目）
・組合せ、集合、ベン図「統計と考え方」［水産学科］ (10回目)
・順列、組合せ、集合、ベン図「生物統計学」（5回目）
・代表値(平均値、中央値、最頻値)、分散、標準偏差「データリテラシー入門」（14回目）、「数学」（4,5回目）、
「情報処理」(6,7回目）、統計と考え方」［農業生産科学科・応用生命化学科・食品栄養学科］（3,4回目）、「統
計と考え方」［水産学科］ (3,4,10回目)、「生物統計学」（2回目）、「公衆栄養学II」（2,3,4回目）、「栄養情報処
理基礎」（8,9回目) 、「統計と考え方」［環境管理学科］（4,5回目）、「情報処理専門演習Ⅱ」（3回目）、「環境
数理学」（2回目）、「生命情報学」［生物機能科学科］（4回目）
・標準偏差「水産実用数学」 (4回目)
・分散「数学II」（10,11,12,13回目）
・代表値(平均値)、標準偏差「物理学実験」（第3週：5, 6回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「データリテラシー入門」（15回目）、「数学」（6回目）、「情報処理」（6回
目）、「統計と考え方」［水産学科］ (5回目)、「生物統計学」（14,15回目）、「統計と考え方」［環境管理学科］
（10回目）
・相関係数、相関関係「統計と考え方」［農業生産科学科・応用生命化学科・食品栄養学科］（14回目）、「生
命情報学」［生物機能科学科］（14回目）
・因果関係「数学II」（14, 15回目）
・相関関係、因果関係「環境統計学」（12回目）
・相関係数「環境数理学」（11回目）
 ・名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比例尺度「数学」（4回目）、「公衆栄養学II」（2,3,4回目）、「統計と考え
方」［環境管理学科］（1回目）、「環境数理学」（9回目）
・確率分布、正規分布、独立同一分布「数学」（11回目）、「生物統計学」（3,4回目）、「公衆栄養学II」（2,3,4
回目）
・正規分布「情報処理」（7回目）、「統計と考え方」［水産学科］ (8回目)、「環境数理学」（9回目）
・確率分布、正規分布 「統計と考え方」［農業生産科学科・応用生命化学科・食品栄養学科］（6回目）、「数
学II」（1,2,3,4,5回目）、「統計と考え方」［環境管理学科］（6,7回目）
・ベクトルと行列「数学」（7,8回目）、「農業経済学」（11,12回目）、「数学I」（8-15回目）
 ・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積 「数学」（7,8回目）、「農業経済学」（11,12回目）、「数学
I」（8, 11, 12, 15回目）
 ・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積 「数学」（7,8回目）、「農業経済学」（11,12回目）、「数学I」
（9, 10, 11, 12, 15回目）
 ・逆行列	「数学」（8回目）、「数学I」（10, 13回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「数学I」（1回目）
・多項式関数「数学」（9回目）
・指数関数、対数関数「基礎数学」（4,5,6回目）
・多項式関数、指数関数「農業経済学」（2,3,4,5,6,7回目）
・関数の傾きと微分の関係、積分と面積の関係「基礎数学」（9, 12回目）、「数学I」（2-7回目）
・関数の傾きと微分の関係「農業経済学」（2,3,4,5,6,7回目）
・1変数関数の微分法、積分法「基礎数学」（10, 11, 13, 14,15回目）、「数学」（9,10回目）
・1変数関数の微分法「農業経済学」（2,3,4,5,6,7回目）、「数学I」（2-7回目）



1-2

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「水産実用数学」 (4,8,10,11回目)、「統計と考え方」［水産学科］
(1,2,3,4回目)、「公衆栄養学II」（2,3,4回目）、「環境数理学」（8, 9, 10, 11,15回目）
・データ分析の進め方「作物生産情報学」（3回目）、「統計と考え方」［農業生産科学科・応用生命化学科・
食品栄養学科］（2回目）、「生物統計学」（14,15回目）、「生命情報学」［応用生命化学科］（1-2回目）、「統計
と考え方」［環境管理学科］（11回目）、「環境統計学」（1,2回目）、「バイオインフォマティクス演習」（6, 7回
目）
 ・分析目的の設定「作物生産情報学」（4回目）、「水産実用数学」 (4,8,10,11回目)、「統計と考え方」［水産
学科］ (1回目)、「生命情報学」［応用生命化学科］（1-2回目）、「生命情報学実習」（1-6回目）、「公衆栄養
学II」（2,3,4回目）、「統計と考え方」［環境管理学科］（11回目）、「統計と考え方」［生物機能科学科］（8,9回
目）
・様々なデータ分析手法 (回帰、分類、クラスタリングなど) 「作物生産情報学」（9,10回目）、「水産実用数
学」(4,8,10,11回目)、「生命有機化学」(12,13,14,15回目)、「生命情報学」［応用生命化学科］（1,2回目）、「生
命情報学実習」（1-6回目）、「公衆栄養学II」（2,3,4回目）
・回帰分析「数学」（14回目）、「情報処理」（6,7回目）、「数学II」（14, 15回目）、「環境数理学」（12,13,14回
目）、「統計と考え方」［生物機能科学科］（10, 11, 13回）
・回帰分析、分類「環境統計学」（12,13回目）、「生命情報学」［生物機能科学科］（14回目）
 ・様々なデータ可視化手法(比較、構成、分布、変化など) 「データリテラシー入門」（13,14,15回目）、「作物
生産情報学」（5,6回目）、「水産実用数学」 (4,8,10,11回目)、「統計と考え方」［水産学科］ (2,4,7,8回目) 、
「生物統計学」（2回目）、「生命有機化学」(12,13,14,15回目)、「生命情報学」［応用生命化学科］（1-7、9-13
回目）、「生命情報学実習」(1-6回目)、「公衆栄養学II」（2,3,4回目）、「統計と考え方」［環境管理学科］（2,3
回目）、「環境数理学」（3,4,5,6,7回目）
・比較、分布「生命情報学」［生物機能科学科］（11, 12回目）
・分布「数学II」（3,4,5回目）、 「統計と考え方」［生物機能科学科］（4,5回）
・データの収集、加工、分割/統合「データリテラシー入門」（13,14,15回目）、「水産実用数学」 (4,8,10,11回
目) 、「生命情報学」［応用生命化学科］（1-7、9-13回目）、「生命情報学実習」（1-6回目）、「公衆栄養学II」
（2,3,4回目）、「栄養情報処理基礎」（6,7回目）
・データの収集「作物生産情報学」（10回目）
・データの収集、加工「統計と考え方」［環境管理学科］（12,13,14回目）、「物理学実験」（第3週：5, 6回目）

2-1

・ICT(情報通信技術)の進展、ビッグデータ 「データリテラシー入門」（1回目）、「情報基
礎」（15回目）、「作物生産情報学」（2回目）、「漁業情報学」（11回目）
・ICT(情報通信技術)の進展「情報処理専門演習Ⅰ」（1,2回目）
 ・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス 「情報基礎」（4, 15回目）
・ビッグデータの収集と蓄積 「データリテラシー入門」（1回目）、「作物生産情報学」（10回
目）、「情報処理専門演習Ⅱ」（14,15回目）、「生命情報学」［生物機能科学科］（1, 3回目）
 ・ビッグデータ活用事例 「データリテラシー入門」（2回目）、 「情報基礎」（15回目）、「作
物生産情報学」（10回目）、「生命情報学」［応用生命化学科］（1-7回目）、「生命有機化
学」（1-3, 4,9,12,14,15回目）、 「生命情報学実習」（1-5回目）、「公衆栄養学II」（2,3,4回
目）、「情報処理専門演習Ⅱ」（14,15回目）、「生命情報学」［生物機能科学科］（13回目）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ 「情報基礎」（15回目）
 ・ソーシャルメディアデータ「情報基礎」（15回目）
・データガバナンス「データリテラシー入門」（7,8回目）、「情報基礎」（15回目）
・コンピューターの構成、動作、性能「情報基礎」（15回目）、「生命情報学」［応用生命化
学科］（1,2回目）
・ネットワーク「情報基礎」（3回目）、「生命情報学」［応用生命化学科］（1,2回目）、「情報
処理専門演習Ⅱ」（14,15回目）

3-1

 ・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「AI基礎論」（1回目）
・AIの歴史「施設園芸学」（14回目）
・汎用AI/特化型AI(強いAI/弱いAI)「AI基礎論」（1回目）
・フレーム問題、シンボルグラウンディング問題 「AI基礎論」（1回目）
 ・人間の知的活動とAI技術 (学習、認識、予測・判断、知識・言語、身体・運動) 「AI基礎
論」（1回目）、「作物生産情報学」（13回目）
 ・AI技術の活用領域の広がり  (教育、芸術、流通、製造、金融、インフラ、公共、ヘルス
ケアなど)「AI基礎論」（2, 15回目）、「AI基礎演習」（2,4,6回目）、「施設園芸学」（14回目）

3-2

・AI倫理、AIの社会的受容性 「AI基礎論」（8回目）、「AI基礎演習」（6回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い 「データリテラシー入門」（7回目）、
 「AI基礎論」（8, 9回目）、「AI基礎演習」（3回目）
・AIに関する原則/ガイドライン 、規制「AI基礎論」（8回目）
・AIの公平性、信頼性、説明可能性、安全性「データリテラシー入門」（6回目）、
 「AI基礎論」（8回目）、「AI基礎演習」（7回目）

3-3

・実世界で進む機械学習の応用と発展  (需要予測、異常検知、商品推薦など)「AI基礎
論」（3, 15回目）
 ・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「AI基礎論」（3回目）、「AI基礎演
習」（4回目）
・学習データと検証データ「AI基礎論」（3回目）、「AI基礎演習」（4回目）
・ホールドアウト法、交差検証法「AI基礎論」（3回目）
 ・過学習、バイアス「AI基礎論」（3回目）

3-4

・実世界で進む深層学習の応用と革新  (画像認識、自然言語処理、音声生成など)「AI
基礎論」（4回目）、「AI基礎演習」（2, 5回目）
 ・ニューラルネットワークの原理「AI基礎論」（4回目）
 ・ディープニューラルネットワーク(DNN) 「AI基礎論」（4回目）
・学習用データと学習済みモデル「AI基礎論」（4回目）、「AI基礎演習」（4回目）
・転移学習「AI基礎論」（4回目）、「AI基礎演習」（4回目）

3-5

・実世界で進む生成AIの応用と革新（対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コー
ディング支援など）「AI基礎論」（5回目）、「AI基礎演習」（15回目）
・基盤モデル、大規模言語モデル、拡散モデル「AI基礎論」（5回目）、「AI基礎演習」（5回
目）
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの
生成・氾濫など）「AI基礎論」（6回目）、「AI基礎演習」（7回目）
・マルチモーダル（言語、画像、音声など）「AI基礎論」（5回目）、「AI基礎演習」（8回目）
・プロンプトエンジニアリング「AI基礎論」（5回目）、「AI基礎演習」（10, 11回目）
・ファインチューニング「AI基礎論」（5回目）、「AI基礎演習」（4回目）

3-10

・AIの学習と推論、評価、再学習「AI基礎論」（7回目）
・AIの開発環境と実行環境「AI基礎論」（7回目）
・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み 「AI基礎論」（7回目）、「AI基礎演習」（2 回
目）
 ・複数のAI技術を活用したシステム (スマートスピーカー、AIアシスタントなど)「AI基礎
論」（7回目）

（２）ＡＩの歴史から多岐に渡る技
術種類や応用分野、更には研
究やビジネスの現場において実
際にＡＩを活用する際の構築から
運用までの一連の流れを知識と
して習得するＡＩ基礎的なものに
加え、「データサイエンス基礎」、
「機械学習の基礎と展望」、及び
「深層学習の基礎と展望」から
構成される。



⑦プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

数学や情報処理の基本的知識を身につけた上で、データを収集・分析・表現するための
基礎的能力と、自分の専門分野においてそれを応用するための具体的なスキルを獲得
することができる。
またAIを単に「役立つ技術」としてとらえるだけでなく、それが経済や社会に与える広範な
影響について光と影の両面から学び、AI技術を批判的にみる視点を獲得できる。

Ⅰ

（３）本認定制度が育成目標として
掲げる「データを人や社会にかか
わる課題の解決に活用できる人
材」に関する理解や認識の向上に
資する実践の場を通じた学習体験
を行う学修項目群。応用基礎コア
のなかでも特に重要な学修項目群
であり、「データエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活用 企画・
実施・評価」から構成される。

「情報処理」［全学科］においては、エクセル関数やデータ分析ツールを用いて、データの性質、アルゴリズムの基本、データ表現の
基本的仕組みについて、具体的な演習を通して理解する。またエクセルVBAを用いて各種データ型を扱う演習を行うとともに、配列
や自作関数を用いた計算プログラムや、さまざまな処理手順を含むプログラムを作成し、基本的な制御構造について理解する。
「作物生産情報学」［農業生産科学科］では、農学分野における実際の測定データを用いて、ソートやサーチ、またグラフ作成手法
に関する演習をエクセルを利用して行う。
「農業経済学」［農業生産科学科］では、さまざまな関数や微分、ベクトル、行列を用いて問題演習を行いながらミクロ経済学の体系
を学ぶ。
「統計と考え方」［水産学科］においては統計学の実社会での応用を念頭に、基礎的なデータ分析手法についての演習を行う。
「生命情報学実習」［応用生命化学科］では、生命科学分野で扱われる多様なデータを、Python、 R、シェルスクリプト等のプログラ
ムを用いて解析する実習を通じて、さまざまな種類のデータとその特徴、表現の形式を理解するとともに、プログラム作成を実践す
る。
「数学Ⅰ」および「数学Ⅱ」［応用生命化学科］では、Pythonによる計算機実験を用いて、数値データのさまざまな処理方法を学ぶと
ともに、データ表現とプログラミングの基礎を学ぶ。
「栄養情報処理基礎」［食品栄養学科］においては、栄養学分野のデータを用いて、代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準
偏差についての演習を行う。
「情報処理専門演習Ⅰ」および「情報処理専門演習Ⅱ」［環境管理学科］では、サンプルデータを提供し、ExcelやPythonで数値・文
章・画像・動画などのデータを扱い、表現するための演習を行うとともに、様々な構造をもつプログラムの作成を体験する。
「環境統計学」［環境管理学科］では、環境や農業に関連する観測、実験データを用いて、確率、統計、分布、相関、回帰などの代
表的な分析手法に関する演習を行う。
「環境数理学」［環境管理学科］では、環境科学の分野における実際のデータを利用し、Rを用いて基本統計量の計算（平均値、中
央値、分散、標準偏差など）とさまざまな種類のグラフの作成に関する演習を行う。
「生命情報学」［生物機能科学科］では、実際の生物学的データを利用し、Rを用いて基本統計量を計算と比較、さらには単回帰分
析による評価に関する演習を行う。
「物理学実験」［生物機能科学科］では、実験により得られた様々なデータについて平均値および標準偏差を比較する。
  ・組合せ、集合、ベン図「統計と考え方」［水産学科］（10回目）
・条件付き確率「環境統計学」（14回目）
・代表値(平均値、中央値、最頻値)、分散、標準偏差「情報処理」(6,7回目)、「統計と考え方」［水産学科］（10回目）、「数学II」（1-5,
10-13回目）、「栄養情報処理基礎」（9回目）、「環境統計学」（1,3,4回目）、「環境数理学」（2回目）、「生命情報学」［生物機能科学
科］（4回目）、「物理学実験」（第3週）
・相関係数、相関関係と因果関係「情報処理」（6回目）、「統計と考え方」［水産学科］（5回目）、「数学II」（14, 15回目）、「環境統計
学」（12回目）、「環境数理学」（11回目）、「生命情報学」［生物機能科学科］（14回目）
・名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比例尺度「環境数理学」（9回目）
・確率分布、正規分布、独立同一分布「数学II」（1-5回目）
・正規分布「情報処理」（7回目）、「環境数理学」（9回目）
・ベクトルと行列「数学I」（8-15回目）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積「農業経済学」（11,12回目）、「数学I」（8-15回目）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積 「農業経済学」（11,12回目）、「数学I」（8-15回目）
・逆行列「数学I」（8-15回目）
・多項式関数、指数関数「農業経済学」（2,3,4,5,6,7回目）
・関数の傾きと微分の関係「農業経済学」（2,3,4,5,6,7回目）
・1変数関数の微分法「農業経済学」（2,3,4,5,6,7回目）
・アルゴリズムの表現(フローチャート, アクティビティ図)「情報処理」（10回目）
・並び替え(ソート)、探索(サーチ)「情報処理」（10回目）、「作物生産情報学」（4回目）
・ソートアルゴリズム（バブルソート、選択ソート、挿入ソートなど）「情報処理」（10回目）
・探索アルゴリズム（線形探索、二分探索、リスト探索、木探索など）「情報処理」（10回目）
・コンピュータで扱うデータ (数値、文章、画像、音声、動画など)「情報処理」（1回目）、「生命情報学実習」（1-6回目）、「情報処理専
門演習Ⅱ」（6,7,10,11回目）
・構造化データ、非構造化データ「情報処理」（1回目）、「生命情報学実習」（1, 4回目）
・情報量の単位(ビット、バイト)、二進数、文字コード「情報処理」（1回目）
・情報量の単位(ビット、バイト)、二進数「情報処理専門演習Ⅰ」（14,15回目）
・情報量の単位(ビット、バイト)「生命情報学実習」（1, 4回目）、「数学II」（1回目）
 ・配列、木構造(ツリー)、グラフ「情報処理」（2回目）、「生命情報学実習」（1, 4回目）、「数学II」（1回目）
・グラフ「作物生産情報学」（5回目）、「情報処理専門演習Ⅱ」（2,3,12,13回目）、「環境数理学」（3,4,5,6,7回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型 「情報処理」（10回目）、「生命情報学実習」（1,4回目）、 「数学II」（1回目）、「情報処理専門演習
Ⅰ」（3,4,5回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算 「情報処理」（10回目）、「生命情報学実習」（1,4,6回目）、「数学II」（1回目）、「情報処理専門演
習Ⅰ」（3,4,7回目）、「環境数理学」（1,2回目）
・配列、関数、引数、戻り値「情報処理」（10回目）、「生命情報学実習」（1,4,6回目）、「数学II」（1回目）、「情報処理専門演習Ⅰ」
（5,6,8,9,11,12,13,14,15回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「情報処理」（12回目）、「生命情報学実習」（1,4,6回目）、「数学II」（1回目）「情報
処理専門演習Ⅰ」（6～15回目）、「情報処理専門演習Ⅱ」（5,7,9,11,13,14,15回目）

Ⅱ

「情報処理」［全学科］では、Excelのデータ分析ツールを用い、回帰分析・重回帰分析についてサンプルデータを用いた実践演習を
行う。
「AI基礎演習」［全学科］では、Pythonや生成AIを用いたプログラミング演習を通じて画像データ処理、テキスト生成、音声生成など
を実践的に学ぶ。
「作物生産情報学」［農業生産科学科］では、農学分野の実際の計測データを用いて、Excelを利用し回帰分析等の統計手法と分布
等の可視化手法を学ぶ。
「漁業生産システム論」［水産学科］では、実際のAIによる画像解析データを解析し、データの活用の仕方を実践的に学習する。
「水産実用数学」［水産学科］では、科学的探究をする際の手順、データの種類、さまざまな種類のデータ分析・可視化の方法に関
する演習を行う。
「漁業情報学」［水産学科］では、野生生物の生態調査から得られたビッグデータを解析する。
「統計と考え方」［水産学科］においては、統計学の実社会での応用を念頭に、その理論体系を理解しデータ分析・表現の基礎的技
能を身につけるための演習を行う。
「数学Ⅱ」［応用生命化学科］では、Pythonによる計算機実験を用いてさまざまなデータ分析手法と表現手法に関する理解を深め
る。
「生命情報学実習」［応用生命化学科］では、配列解析、データ解析、データベース利用などを通じた実習によりデータ分析・表現方
法とビッグデータ活用法の理解を深める。
「公衆栄養学II」［食品栄養学科］では、栄養疫学のための各種食事調査から収集したデータを用いて、さまざまなデータ分析方法と
表現方法を学ぶとともに、ビックデータの分析方法に関する理解を深める。
「栄養情報処理基礎」［食品栄養学科］では、実際の食事調査のデータを用いて、データの収集、加工、分割/統合を実践する。
 「環境統計学」［環境管理学科］では、環境や農業に関連する実測データを用いて、回帰分析をはじめとする様々な手法を学ぶ。
 「環境数理学」［環境管理学科］では、環境科学に関する実際のデータを利用し、Rを用いて相関や差の検定、回帰分析などさまざ
まな分析手法と、多様なグラフの作成を体験する。
「情報処理専門演習Ⅰ・Ⅱ」［環境管理学科］では、Pythonを使ったウェブスクレイピングを体験しながら、ビッグデータの収集とその
応用について理解を深める。
「統計と考え方」［環境管理学科］では、データ分析の目的設定、収集、加工、分析から表現までを、フィールドワークを交えた演習を
通して実践する。
「バイオインフォマティクス演習」［生物機能科学科］では、データーベースを利用して様々な生物種から目的遺伝子の相同配列を収
集し、その比較解析および系統解析を実践する。
「生命情報学」［生物機能科学科］では、提供された実際の生物学的データを用いて、回帰分析や主成分分析等のデータ分析を体
験し、またその結果を効果的に可視化するための方法を実践的に学習する。
「物理学実験」［生物機能科学科］では、実験で得られたデータを加工ならびに分割・抽出する手法を実践的に学習する。
・データサイエンス活用事例「漁業生産システム論」(8回目)
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「水産実用数学」 (10回目)、「統計と考え方」［水産学科］（2, 3, 4回目）、「数学Ⅱ」（6-15
回目）、「環境数理学」（8, 9, 10, 11,15回目）、「環境統計学」（1,2回目）、「バイオインフォマティクス演習」（6, 7回目）
・分析目的の設定「水産実用数学」［水産学科］ (10回目)、「統計と考え方」［水産学科］（1回目）、「数学Ⅱ」（6～15回目）、「生命情
報学実習」（1-6回目）、「統計と考え方」［環境管理学科］（12,13,14回目）
・様々なデータ分析手法 (回帰、分類、クラスタリングなど) 「情報処理」（6,7回目）、「作物生産情報学」（9,10回目）、「水産実用数
学」（4回目）、「数学Ⅱ」（6～15回目）、「生命情報学実習」（1-6回目）、「公衆栄養学Ⅱ」（2,3,4回目）、「環境統計学」（12,13回目）、
「環境数理学」（12,13,14回目）、「生命情報学」［生物機能科学科］（14回目）
 ・様々なデータ可視化手法(比較、構成、分布、変化など) 「作物生産情報学」（5,6回目）、「 水産実用数学」（11回目）、「統計と考え
方」［水産学科］（7, 8回目）、「数学Ⅱ」（1～15回目）、「生命情報学実習」（1-6回目）、「公衆栄養学Ⅱ」（2,3,4回目）、「環境数理学」
（3,4,5,6,7回目）、「統計と考え方」［環境管理学科］（2,3回目）、「生命情報学」［生物機能科学科］（12回目）
・データの収集、加工、分割/統合「水産実用数学」（8回目）、「数学Ⅱ」（7,12,15回目）、「生命情報学実習」（1-6回目）、「栄養情報
処理基礎」（7回目）、「物理学実験」（第3週）
・ICT(情報通信技術)の進展、ビッグデータ「漁業情報学」（11回目）、「情報処理専門演習Ⅰ」（1,2回目）
 ・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「情報処理専門演習Ⅱ」（14,15回目）
 ・ビッグデータ活用事例 「生命情報学実習」（1-5回目）、「公衆栄養学II」（2,3,4回目）
 ・AI技術の活用領域の広がり「AI基礎演習」（2,4,6回目）
・AI倫理、AIの社会的受容性 「AI基礎演習」（6回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い 「AI基礎演習」（3回目）
・AIの公平性、信頼性、説明可能性、安全性「AI基礎演習」（7回目）
 ・機械学習「AI基礎演習」（4回目）
・学習データと検証データ「AI基礎演習」（4回目）
・実世界で進む深層学習の応用と革新「AI基礎演習」（2, 5回目）
・学習用データと学習済みモデル「AI基礎演習」（4回目）
・転移学習「AI基礎演習」（4回目）
・実世界で進む生成AIの応用と革新「AI基礎演習」（15回目）
・大規模言語モデル「AI基礎演習」（5回目）
・生成AIの留意事項「AI基礎演習」（7回目）
・マルチモーダル（言語、画像、音声など）「AI基礎演習」（8回目）
・プロンプトエンジニアリング「AI基礎演習」（10, 11回目）
・ファインチューニング「AI基礎演習」（4回目）
・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み「AI基礎演習」（2 回目）



様式２

①プログラム開設年度 令和7 年度（和暦）

②履修者・修了者の実績（「学生数」「入学定員」「収容定員」は令和７年５月１日時点で記載）

うち女性 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

農学部 2,919 1,149 680 2,720 30 0 30 1%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 2,919 1,149 680 2,720 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 1%

履修者数
合計 履修率

応用基礎レベルのプログラムの履修者数等の実績について

学部名称
入学
定員

収容
定員

令和7年度 令和6年度 令和5年度 令和4年度学生数 令和3年度 令和2年度



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

①

(常勤） 2,204 人

（非常勤） 3,761 人

②

53 人

③

（責任者名） 森山　達哉

（役職名） 農学部長

④

（名称） ＩＣＴ委員会・教務委員会

⑤

（名称） 農学部常設委員会の構成と任務等に関する規程

⑥

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

全学の教員数

プログラムの授業を教えている教員数（令和７年度）

プログラムの運営責任者

プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

体制の目的

ＩＣＴ委員会は、農学部キャンパスにおけるＩＣＴ教育環境を整備し、情報教育
及び研究を支援することによって、その充実を図ることを目的としている。本
教育プログラムにおいては、学生の履修状況、学生アンケートや自己点検・
外部評価等に基づいて、プログラムの改善の方針を決定する。
教務委員会は、農学部の学部カリキュラムの編成、履修要項とシラバスの作
成・点検などを主要な任務としている。本教育プログラムにおいては、ＩＣＴ委
員会と連携しながら、改善の方針にしたがってカリキュラムやシラバスの具体
的な調整を実施する。



⑦

学部長　　森山　達哉
学部長補佐　　川﨑　努

【ＩＣＴ委員会】
委員長　　 田茂井　政宏　教授
　 委員      山崎　彬　講師
　 委員      谷口　亮人　准教授
　 委員      森本　正則　教授
　 委員      木戸　慎介　准教授
　 委員      清水　哲　講師

【教務委員会】
委員長　　 財満　信宏　教授
副委員長　西垣　佐理　教授
　 委員     築山　拓司　准教授
　 委員     亀甲　武志　教授
　 委員     伊原　誠　教授
　 委員      木戸　慎介　准教授（ICT委員兼務）
　 委員      宮崎　佑介　准教授
　 委員      山口　公志　講師
 　委員　　　植田　昌伸  奈良キャンパス学生センター長

具体的な構成員



⑧

令和７年度履修率 1%

令和８年度予定 5%

令和９年度予定 10%

令和10年度予定 15%

令和11年度予定 20%

⑨

⑩

履修者数・履修率の向上に向けた計画 

具体的な計画

初年度（令和７年度、1年生のみが対象）においては、1年生向けに配当され
ている本教育プログラムの基礎科目４つをすべて履修している者が予想外に
少ないことが判明したため、年度始めのガイダンス、とくに1年生向けのガイダ
ンスにおいて本プログラムについての周知・説明をこれまで以上に重点的に
行っていく。
履修率の向上のためには一部科目の必修化が有効である。すでに基礎科目
（全学科の共通科目）のひとつ「情報基礎」は農学部の卒業要件でも必修科
目となっており、全学生が履修することになっているが、ほかの基礎科目につ
いても必修化を検討していく。
また就職活動において活用できるような「修了証」などの発行も履修率向上に
は有効であると思われるため、そういった措置について具体的な動きを進め
る。

学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

本プログラムは、すべての学科において希望する学生が全員受講可能であ
る。
ただし学科によって用意できる情報関係の科目数に違いがあり、修了に必要
な単位数が異なるなど、若干のアンバランスがある。
そのため、今後はそうしたアンバランスを是正するために全学科共通の基礎
科目を新設したり、各学科の既存科目を見直すなどの改善を行っていく。

できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

本教育プログラムについては、履修要項に掲載するとともに、年度初めに実
施する履修ガイダンスにおいて詳しく紹介し、さらにオンラインの情報共有
ツールなども用いて履修を促してきた。ただしまだスタートしたばかりのプログ
ラムであるため認知度が低いままにとどまっている可能性がある。そのため、
今後は上記手段に加えて、学内ポータルサイト及びSlack等のコミュニケー
ション・ツールを活用し、引き続き履修を呼びかけていく。



⑪

⑫

本教育プログラムには何らかの履修制限がある科目は存在せず、すべての
学生が履修可能なプログラムとなっている。時間割編成についても、最大限
多くの学生が受講できるような配慮（人数が多い場合はクラス分けをするな
ど）を行っている。
農学部では各学科各学年につき一人の担当教員（「担任」）が学生からの相
談に応じる体制をとっており、また学生から本プログラムの履修に関する相談
があった場合には各学科のICT委員や教務委員がサポートすることができ
る。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

近畿大学では、シラバスにおいて授業担当教員のオフィスアワーや居室、電
子メールアドレス情報などを公開するとともに、全学的なコミュニケーション
ツールとしてSlackを活用しており、授業時間外で教員にアクセスする仕組み
が充実している。
また、科目毎にGoogle Classroomを作成し、講義資料や課題はどこからでも
随時確認できる状態にしている。Classroomを通して教員に質問することも可
能である。
全学科共通の必修科目「情報基礎」では、あらかじめ予習教材（動画等）を提
供する反転学習により、授業時はより実践的な知識とスキルが習得できるよ
う指導している。また、復習用にe-learningを活用し、1回限りの授業で終わら
ない教育を展開している。

できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

① 自己点検・評価委員会

川崎　努

自己点検・評価委員長

② 自己点検・評価体制における意見等

自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況

令和７年度の本プログラムの履修率は、プログラムの対象となっている1年生の4.4%
という低い値にとどまっているが、これは1年生配当の基礎科目4科目すべてを履修
している者を本プログラムの履修者とみなしていることによる。これらの基礎科目は
すべて1年次でとらないといけない性質のものではなく、2年次以降でも履修できるた
め、学年があがるにつれて履修率は徐々に増えていくと見込まれる。
とはいえ、今後さらに履修率を高めていくために、新年度ガイダンスにおいて本プロ
グラムの趣旨と制度の内容をこれまで以上にきちんと説明し、プログラム履修者を増
やす努力をしていく必要がある。

学修成果

各科目の到達目標はシラバスに明示されており、その習熟度については小テスト、レ
ポートそのほかの課題、定期試験などを実施することによって確認している。授業評
価アンケートの結果からみても、授業内容の理解度はおおむね高く、一定の学修成
果が得られたと評価できる。
各科目の授業評価アンケートの結果については、ICT委員会ならびに教務委員会に
て共有し、今後のプログラムの改善に役立てていく。

学生アンケート等を通じた学生の
内容の理解度

令和７年度に1年生向けに開講された授業は基礎科目が4科目、各学科の応用科目
が6科目の計10科目である。これら10科目に関する学生アンケートの結果によると、
授業をうけることで自分の知識や考えが深まったかという設問に対して、おおむね
70%～90%以上の学生が肯定的な回答をした。こうして学生理解度に関してはほとん
どの科目で良好な数値を示したことから、各科目の学習到達目標もおおむね達成さ
れていると考える。
ただしひとつだけ44％という低い数値がでた科目があり、この科目については授業
の早い段階で、理解度が低い学生を抽出し、学習支援を適宜行っていく必要があ
る。

学生アンケート等を通じた後輩等
他の学生への推奨度

現行の授業評価アンケートでは他の学生へのプログラム（あるいは個別の科目）の
推奨状況に関する質問項目は存在しない。今後は、通常の授業アンケートとは別
に、本プログラムの履修生に限ったより詳細なアンケートを行い、この推奨度のよう
な項目についても把握していく必要がある。

自己点検・評価について

プログラムの自己点検・評価を行う体制

（責任者名）

（役職名）

自己点検・評価の視点

学内からの視点



自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等自己点検・評価の視点

全学的な履修者数、履修率向上
に向けた計画の達成・進捗状況

本教育プログラムは令和７年度にスタートしたばかりのため、まだ認知度が低く、ま
た1年生のみが対象であったために収容定員に対する履修率は低かった。これらの
問題は今後対象学年が増えていくことによって自然と解決されていく部分もあるが、
さらなる認知度の向上のため、年度初めのガイダンスなどで本プログラムについて
周知し詳しく説明するとともに、さまざまなオンラインのコミュニケーションツールを用
いて履修を強く推奨していく必要がある。
また履修率を向上させるために、一部科目の必修化や、「修了証」の発行などの措
置も今後検討していく。



自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等自己点検・評価の視点

学外からの視点

教育プログラム修了者の進路、
活躍状況、企業等の評価

本教育プログラムは令和７年度からスタートしたため、プログラム修了者はまだ輩出
されていない。
修了者が生じたあとは、その進路、活躍状況、進路先での評価に関する情報収集を
適宜行っていく。

産業界からの視点を含めた教育
プログラム内容・手法等への意見

学科横断でモデルカリキュラムに対応した科目編成や到達目標の明示、授業評価ア
ンケートを用いたPDCAの仕組みが示されており、プログラム設計と運用意識が素晴
らしい。「情報基礎」や「統計と考え方」などで履修者から高い満足度が得られている
点、学年別に再履修支援体制が整備されている点も高く評価できる。
一方で１年次での履修率は伸びしろがある。産業界に於いても入社後すぐに求めら
れるスキルである為、今後は新入生ガイダンスでの告知や入学前教育での意識付
け等、プログラムの認知拡大、履修する事で得られるメリット訴求、価値の浸透に期
待したい。

全学科共通の基礎科目である「情報処理」や「AI基礎演習」をはじめ、多くの実習的
な応用科目（各学科で開講）においては、たとえ初歩的なものであっても、自分自身
でアルゴリズムを考え、プログラムを設計し、動かしてみる、という体験を重視してい
る。また応用科目においては、学生自身が学んでいる専門分野のデータを使用する
ことが多い。こうして自分の関心のある分野との関連において、自分で手を動かして
体験することは、「学ぶ楽しさ」を感じるために非常に重要な要素である。
また「AI基礎」と「AI基礎演習」を担当するのは実際に博物館で画像データ処理の実
務を担っている講師であり、その授業や演習を通して、AIが社会にもたらす影響の光
の部分と影の部分に関する知識、またAIの技術が社会で実際にどう役立てられてい
るのかという実学的知識を提供し、学生にAI技術について学ぶ社会的意義を理解さ
せる。

授業評価アンケートにより各科目における学生の理解度を把握し、理解度の低い科
目については、授業をよりわかりやすくすることを担当教員に求めていく。また理解
の追いつかない学生に対するサポート体制も、今後充実させていく。
時代に合わせた授業内容としていく点についても、担当教員間で情報交換をするな
どして、随時アップデートしていくことを促す。

数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽し
さ」「学ぶことの意義」を理解させること

内容・水準を維持・向上しつつ、より「分
かりやすい」授業とすること

※社会の変化や生成AI等の技術の発展
を踏まえて教育内容を継続的に見直すな
ど、より教育効果の高まる授業内容・方
法とするための取組や仕組みについても
該当があれば記載



（農業生産科学科）

2025年度版











（水産学科）

2025年度版











（応用生命化学科）

2025年度版











（食品栄養学科）

2025年度版











（環境管理学科）

2025年度











（生物機能科学科）

2025年度版











（全学科共通）

2025年度版











（水・食・生）

2025年度版

（水産学科・食品栄養学科・生物機能科学科）







（農・応・環）

2025年度版

（農業生産科学科・応用生命化学科・環境管理学科）







2025年度版

（農業生産科学科・食品栄養学科）









2025年度版

（応用生命化学科）









2025年度版

（水産学科）









2025年度版

（環境管理学科）







2025年度版

（生物機能科学科）





（農・水）

2026年度版

（農業生産科学科・水産学科）







（応・食・環・生）

2026年度版

（応用生命化学科・食品栄養学科・環境管理学科・生物機能科学科）
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農学部常設委員会の構成と任務等に関する規程 
 
 
１．教務委員会 
 構成：委員長、各学科の教員１名、教養・基礎教育部門の教員原則１名、学生センター長、学生支

援課長又はこれに準ずる者、学生支援課職員数名 
 任務：学部の理念にかなう学生を育成するための教育目標を明らかにし、その目標を達成するため

の教育に関する事項を検討し、実施することを目的とする。主な任務は次のとおりである。 
 （１）カリキュラムの編成及び各学科間の調整 
 （２）全学共通教育機構との連携 
 （３）履修要項、シラバスの作成・点検 
 （４）履修指導とガイダンス 
 （５）授業時間割の作成 
 （６）定期試験の実施 
 （７）成績配布と成績不振者・成績不良者に対する対策 
 （８）転学部、転学科、編入学等における単位の認定 
 （９）クラス担任、学生生活委員会、就職・インターンシップ委員会、FD・教育研究評価委員会な

どとの教育における連携 
 （１０）他学部との教務に関する事項 
 （１１）教授会又は学部長から諮問された教育に関する事項 
 
２．学生生活委員会 
 構成：委員長（学生部長補佐）、各学科の教員１名、学生センター長、学生支援課長又はこれに準ず

る者、学生支援課職員数名、その他学部長が必要と認めた者 
 任務：学部において学生が勉学や課外活動に専念できる環境を整えるために必要な事項を検討し、

実施することを目的とする。主な任務は次のとおりである。 
 （１）学生の指導、学生からの相談対応 
 （２）学生の福利厚生に関する事項 
 （３）学生自治会、クラブ、サークル活動などに関する管理 
 （４）キャンパス内及び教室の安全保持、環境改善 
 （５）オリエンテーションの企画 
 （６）農学部祭の企画・管理 
 （７）学部学生の国際交流、外国人留学生の生活に関しての指導、助言 
 （８）学生生活、国際交流、留学生に関して他の委員会との協議 
 （９）「交通安全・迷惑防止規程」及び「交通事故に伴う処分規程」を別途定める。 
 （１０）教授会又は学部長から諮問された学生生活に関する事項 
 
３．図書委員会 
 構成：委員長（農学部図書館長）、各学科の教員１名、学術情報課長又はこれに準ずる者、学術情

報課職員数名。但し、委員長は必要に応じて教養・基礎教育部門に助言を求めることができ

る。 
 任務：図書及び図書館の設備を整備・充実させ、農学部における教育・研究を発展させることを目

的とする。主な任務は次のとおりである。 
（１）学部図書予算案の策定 
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 （２）図書及び雑誌（電子ジャーナル及びデータベースを含む）の選定 
 （３）図書館設備の整備 
 （４）教育・研究に係る情報の収集と広報 
 （５）近畿大学中央図書館との連携・調整 
 （６）その他図書館の運営に関する事項 
 
４．予算委員会 
 構成：委員長（学部長）、学部長補佐、各学科長、各学科の教員１名、農学研究科長、農学研究科予

算検討委員長、図書館長、教養・基礎教育部門主任、教養・基礎教育部門の教員１名、共同

利用センター管理委員長、学生センター長、庶務課長又はこれに準ずる者、学生支援課長又

はこれに準ずる者、学生センター職員数名、その他学部長が必要と認めた者 
 任務：学部費に関わる予算配分やその執行、決算等の業務を協議、実行するほか、教授会または学

部長から諮問された事項を検討し、実行することを目的とする。主な任務は次のとおりであ

る。 
（１） 学部費の予算案の策定 
（２） 学部費の予算執行状況の把握管理と適正評価 
（３） 学部費の決算 

 
５．人権・ダイバーシティ推進委員会 
 構成：委員長（学部長）、各学科長、学生センター長、学生センター職員数名、特別委員（学部長が

必要と認めた学部教員）数名、オブザーバー（学部長補佐、農学研究科長） 
 任務：学部における人権・ダイバーシティ（男女共同参画含む）推進のため必要な事項を検討し、

実施することを目的とする。主な任務は次のとおりである。 
(１) 人権・ダイバーシティ（男女共同参画含む）教育及び啓発の推進 

(２) 人権・ダイバーシティ（男女共同参画含む）推進に関する課題への対応策の策定 

(３) 人権・ダイバーシティ（男女共同参画含む）推進に関する相談活動及び侵害・被害に対

する支援・救済・対応等に関する事項 

  (４) その他、人権・ダイバーシティ推進に関する事項 

 
６．ハラスメント防止委員会 
 構成：委員長、各学科の教員１名、教養・基礎教育部門の教員１名、学生センター職員２名、その

他学部長が必要と認めた者 
 任務：近畿大学学園ハラスメント防止ガイドラインの趣旨に則り、近畿大学におけるハラスメント

の防止等に関する規程第１７条に基づき設置する。同規程第１７条第４項に規定する任務及

び同規程第１６条に規定する相談窓口を兼務することを目的とする。なお、守秘義務の遵守

及び相談者のプライバシーの保護を最優先に心がけなければならない。主な任務は次のとお

りである。 
（１）ハラスメントの防止に関する啓発及び研修 

 （２）相談者の同意を得て本委員会に報告を行った場合の問題解決支援 
 （３）ハラスメントの再発防止、環境整備等に関する指導及び対策 
 （４）その他ハラスメントの防止に関し必要な事項 
 （５）ハラスメントの相談に対応するための相談窓口を設置し、両性からなる相談員の配置 
 （６）相談員の氏名及び学内連絡先の公表 
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７．自己点検・評価委員会 
 構成：委員長（学部長補佐）、農学研究科長、各学科長、教養・基礎教育部門主任、各常設委員会の

委員長、大学院各委員会の委員長、学生センター長、学生センター職員数名、委員長が必要

と認めた者 
 任務：近畿大学自己点検・評価委員会規程に定められた趣旨に則り、同規程第９条に基づき設置す

る。学部の教育・研究の充実と活性化を図り、社会的使命を果たすため、教育・研究棟の現

状とその独自性についての自己点検・評価に関する事項を調査検討することを目的とする。

主な任務は次のとおりである。 
（１）近畿大学自己点検・評価委員会が指定する項目（毎年実施される本学自己点検・評価報告書

の作成に基づく）について必要な資料の収集と整理を行い、点検・評価の実施 
 （２）点検・評価後の結果について報告書の作成及び教授会への提出 
（３）点検・評価の結果に基づいて、改善策の協議及び提案 

 （４）その他点検・評価に関する事項 
 
８．ＦＤ・教育研究評価委員会 
 構成：委員長、各学科の教員２名、学生支援課長又はこれに準ずる者、学生センター職員１名、学

部長若しくは委員長が認めた者 
 任務：学部の授業方法や内容、教育設備などに関する検討や研修を行い、教員の教育に対する意識

を高め、学部の教育内容を充実させることを目的とする。主な任務は次のとおりである。な

お、１項から 7 項までの記録は学生支援課で保管する。 
（１） 教員の教育能力向上と学部の教育環境改善のために必要な事項についての協議と実施 
（２） 授業評価アンケートの実施と結果の開示に関する事項 

 （３）公開授業を立案し、ピアレビューをとおした授業改善の支援 
（４）ＦＤ活動に関する講演会、シンポジウム等の企画運営 

 （５）学部外で開催されるＦＤ関連の会合等に参加し、収集した情報を学部教職員に開示すること

でＦＤ関連情報の共有化 
 （６）その他、教授会又は学部等から諮問された事項の検討と実施 
 （７）農学部教育研究活動報告集の作成と公開 
（８）大学院ＦＤ委員会と連携し、農学研究科のＦＤ活動の支援 

 
９．紀要委員会 
 構成：委員長、各学科教員１名、学術情報課長又はこれに準ずる者、学術情報課職員１名 
 任務：紀要を刊行して農学部における教育・研究の成果や情報を広く発信することを目的とする。

主な任務は次のとおりである。 
（１）教員や関係者から研究・教育の成果の論文等の募集 

 （２）募集した論文等の審査及び審査の依頼 
 （３）紀要の刊行に関する事務処理 
 
１０．ＩＣＴ委員会 
 構成：委員長、各学科の教員１名、学生支援課長又はこれに準ずる者、学術情報課長又はこれに準

ずる者、学生センター職員１名、学部長若しくは委員長が必要と認めた者 
 任務：奈良キャンパスにおけるネットワーク環境及びＩＣＴ教育環境を整備し、情報教育及び研究

を支援することによって、その充実を図ることを目的とする。主な任務は次のとおりである。 
（１）ＩＣＴ教育に関する援助（新入生ガイダンス含む） 



4 
 

 （２）キャンパス内ネットワーク及びＩＣＴ教育環境の整備 
 （３）経営戦略本部デジタル戦略室及び大学運営本部ＫＵＤＯＳ学生センターとの連絡調整 
 （４）教授会又は学部長から諮問された事項の検討 
 
１１．就職・インターンシップ委員会 
 構成：委員長、各学科の教員１名、学生支援課長又はこれに準ずる者、学生支援課職員数名、学部

長若しくは委員長が必要と認めた者 
 任務：学生の就職に関する情報の収集やインターンシップの実施などを行い、学生の就職支援活動

を行うことを目的とする。主な任務は次のとおりである。 
（１）学生の就職指導計画の作成 

 （２）学生の就職に係る情報の収集及び提供 
 （３）就職ガイダンスの実施 
 （４）インターンシップなどの就業体験の企画立案 
 
１２．広報・ホームページ委員会 
 構成：委員長、各学科長、教養・基礎教育部門主任、各学科の教員２名、学生センター長、学生支

援課職員２名、学術情報課職員２名、学部長若しくは委員長が必要と認めた者 
 任務：学部の教育目標、教育研究活動、キャンパス情報など各種広報資料を収集し、学部の情報開

示を行うとともに、学生募集に関する企画・立案を行うことを目的とする。主な任務は次の

とおりである。 
（１）農学部ホームページの編集・管理 

 （２）学生募集に関する広報活動の基本計画の作成 
 （３）大学案内、学部紹介などの広報資料の企画及び作成 
 （４）キャンパス見学会の企画及び実施 
（５）進学説明会、高校訪問、ミニ講義などの企画・実施 
（６）学部内における教育研究活動に関する情報の収集と管理 
（７）その他教授会又は学部長から諮問された事項の検討と実施 

 
１３．リエゾン委員会 
 構成：委員長、各学科の教員１名、学生センター職員数名、学部長が必要と認めた者 
 任務：学部の研究活動に基づく産業界等との連携・交流を通じ、社会貢献に関わる業務を促進する

ことを目的とする。主な任務は次のとおりである。 
（１）共同研究、受託研究、プロジェクト研究等、産官学との連携・交流による研究活動の促進 

 （２）技術指導・相談、特許・研究情報の提供等、産業界等への研究成果の移転の促進 
 （３）その他、リエゾン委員会の目的達成に必要な事項の検討と実施 
 
１４．有害物質処理・危険物貯蔵庫管理委員会 
 構成：委員長、各学科の教員１名、危険物保安監督者１名（甲種危険物取扱者の資格を有する１名

を本委員会構成員の中から学部長が選任）、庶務課長又はこれに準ずる者、庶務課職員数名、

学部長が必要と認めた者 
任務：奈良キャンパスにおける教育研究活動に伴う廃液等廃棄物の適正な処理及び教育研究活動上

必要な消防法危険物（以下「危険物」）の安全かつ適正な使用及び保管を全教職員と共に図る

ことを目的とする。主な任務は次のとおりである。なお、業務の記録は、法律の定めるとこ

ろに従い少なくとも５年間は本委員会事務室に保管する。ただし、廃液等廃棄物を処理業者
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に委託した場合のマニフェスト伝票に関連する書類はすべて、法律の定めるところに従い、

庶務課で少なくとも５年間は保管する。 
（１）奈良キャンパスにおける研究教育活動の結果、排出される廃液等廃棄物の処理を安全かつ円

滑に行うため、教職員各位と協力して処理作業工程の立案や処理業者との折衝により、処理

作業を適正に進める。また、下水排水の定期的な水質検査により、排出物の適正化を図る。 
（２）奈良キャンパスにおける研究教育活動に使われる試薬類の内、危険物にあたる試薬類を安全

に使用・保管するため、危険物保安監督者の指示に従い、危険物貯蔵庫を含む農学部各研究

室の危険物の使用・保管の適正化を図る。研究室総責任者或いは研究室管理者は、毎年（８

月下旬）危険物の保有数量について調査し、各学科委員を経由して危険物保安監督者へ報告

する。 

（３） PRTR（Pollutant Release and Transfer Register：化学物質排出移動量届出制度）の届出

義務の有無を確認するため、毎年４月若しくは５月中に農学部全学科の PRTR対象化学物質の

集計を行う。また、その結果は学部長に報告する。 
（４） 奈良キャンパス構内４ヶ所のマンホールに設置されている排水用 pH 監視設備の維持管理、

及び排水の pH監視を通年行う。 

（５） 奈良キャンパスから排出される全排水合流点のマンホール１ヶ所からの取水及び pH測定を

毎月行う。 
（６）その他、農学部教授会及び本委員会で必要と認めた業務 

 
１５．試薬・毒物・劇物保管管理委員会 
 構成：委員長（学部長）、学部長補佐、農学研究科長、各学科長（管理責任者）、学部長が必要と認

めた者（管理運営者）、学生センター長、庶務課長又はこれに準ずる者、庶務課数名 
 任務：近畿大学医薬用外毒物劇物保管管理規程第４条及び同規程第９条に基づき設置する。同規程

を遵守することを基本とし、奈良キャンパスにおける毒物劇物の保管・使用などの取扱に関

してその管理責任体制を明確にし、事故、盗難、災害による被害、保健衛生上の危害を未然

に防止することを目的とする。主な任務は次のとおりである。 
（１） 同規程第１２条に定める審議事項、同規程第１４条に定める緊急時の措置 
（２） 同規程第１５条から１８条に定める保管管理及び管理簿 
（３） 同規程第１９条に定める自己点検などの毒物劇物の管理及びその危害の防止に関する事項 

 
１６．遺伝子組換え実験安全小委員会 
 構成：委員長、各学科の教員１から２名、庶務課長又はこれに準ずる者、学生センター職員数名、

学部長が必要と認めた者 
 任務：近畿大学遺伝子組換え実験安全管理規程第２条及び同規程第７条に基づき設置する。同規程

を遵守することを基本とし、近畿大学遺伝子組換え実験安全管理規程細則第６条及び同細則

第８条に定める教育訓練を実施することを目的とする。主な任務は次のとおりである。 
（１）実験責任者から提出された実験計画及び実験経過報告の法律、施行規則、基本的事項、二種

省令、二種告示、及び同規程に対する適合性の審査 

（２）異常事態発生時の措置 

（３）その他使用等の安全確保に必要な事項 

（４）実験従事者に対し、あらかじめ法律、施行細則、基本的事項、二種省令、二種告示、並びに

同規程及び細則を熟知させるとともに、当該実験の実施にあたり次の事項についての教育訓

練 
   ① 危険度に応じた微生物の安全取り扱い技術 
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② 拡散防止措置に関する知識及び技術 

③ 実施しようとする実験の危険度に関する知識 

④ 事故発生の場合の措置に関する知識 

⑤ その他使用等の安全確保に関する知識 

 
１７．生命倫理委員会 
 構成：委員長、各学科の教員１名、医学・医療の専門家その他の自然科学の有識者１名、倫理学・

法律学の専門家その他の人文・社会科学の有識者１名、一般の立場から意見を述べることが

できる者１名、学生センター長 
 任務：学部において実施する人を対象とする医学系研究、すなわちヒト及び新たにヒトから採取し

た細胞を用いた研究が、倫理的配慮のもとに行われることを目的とする。主な任務は次のと

おりである。 
    実施責任者から申請される実施計画書の内容について、生命倫理並びに社会的観点から次の

各号に掲げる点に留意して審査を行う。 
① 生命倫理に関して国の策定する法律、規則、指針、指針ガイドライン等を遵守していること。 

② 国際機関等の生命倫理に関する規制、指針等について国内の法律、規則、指針等に準じてい

ること。 

  
１８．動物実験小委員会 
 構成：委員長、各学科の教員１名、学生センター職員数名 
 任務：近畿大学動物実験規程第３条及び同規程第７条に基づき設置する。同規程を遵守することを

基本とし同規程第１３条及び同規程３４に定める教育訓練を実施することを目的とする。主

な任務は次のとおりである。 
（１）実験責任者から出された実験計画及び実験経過報告に関する法律、飼養保管基準、基本指針、ガ

イドライン及び近畿大学動物実験規程に対する適合性を審査し、必要に応じて農学部長への報告 
（２）異常事態発生時の措置 
（３）その他動物実験等の安全確保に必要な事項 
（４）実験動物管理者、動物実験責任者、動物実験従事者及び飼養者に対し、次の事項についての

教育訓練 
① 関連法令、指針等、近畿大学動物実験規程に関する事項 
② 動物実験等の方法に関する基本的事項 
③ 実験動物の飼養保管に関する事項 
④ 安全確保に関する事項 
⑤ その他、適切な動物実験の実施に関する事項 

 
１９．研究倫理委員会 
 構成：委員長（学部長）、学部長補佐、農学研究科長、各学科長、教養・基礎教育部門主任、教務委

員長、学生生活委員長、学生センター長、学生支援課長又はこれに準ずる者 
 任務：学部において、生命倫理委員会で扱う以外の人を対象とする研究（人文社会科学系等）が、

倫理的配慮のもとに行われることを目的とし、実施責任者から申請された実施計画書の内容

について、研究倫理並びに社会的観点から審査する。また、研究活動上の不正行為等への取

扱規程第８条に規定する予備調査委員会を兼ねる。主な任務は次のとおりである。 
（１）実施責任者から申請される実施計画書の内容について、身体的・精神的リスク、個人情報の

提供など適切な倫理的配慮の観点からの審査 
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 （２）研究活動上の不正行為等への取扱規程第８条に定める予備調査 
 
２０．利益相反マネジメント委員会 
 構成：委員長（学部長）、学部長補佐、農学研究科長、各学科長、学生センター長（利益相反マネジ

メント・アドバイザー）、庶務課長又はこれに準ずる者、学生支援課職員１名 
 任務：近畿大学利益相反マネジメント規程第５条に基づき設置する。学部における産学官連携の

健全な推進と産学官連携活動に取り組むための環境整備に資することを目的とする。主な任

務は次のとおりである。なお、提出された自己申告書等利益相反に関する情報は外部に漏洩す

ることのないよう、本学規程の個人情報保護基本規程の定めるところにより厳重に保管・管理す

る。 

（１）同規程第３条の対象となる事象について年１回学部が定める自己申告書の提出を求め、その結果

を踏まえた調査及び審議 
（２）利益相反マネジメントの対象となる事象について問題提起がなされた場合或いは委員会が必要と

認めた場合、学部の定める詳細な自己申告書を提出させ、同規程第６条の条項について審議し、

第８条の条項に則って調査、審議、勧告の手続き等の実施 
 
２１．共同利用センター管理委員会 
 構成：委員長、各学科の教員１名、庶務課長又はこれに準ずる者、庶務課職員２名 
 任務：近畿大学共同利用センター規程、近畿大学共同利用センター機器利用規程に定められた精神

に基づき、共同利用センター奈良分室における研究設備の維持・管理・運営を行うことを目

的とする。主な任務は次のとおりである。 
（１） 奈良分室における各大型機器の利用に関して、当該機器の利用規程の作成 
（２） 各大型機器に対する機器使用講習会を必要に応じて開催し、利用希望者への便宜 
（３） 各大型機器は、教職員、大学院生及びこれに準ずる者、並びに近畿大学が認めた研究員、研

修員及び研究補助員で本委員会が定めた講習会を修了した者のみが利用できる。 
（４） 大型機器の選定・導入に際しては、別途定める選定方法に従う。 

 
２２．安全衛生委員会 
 構成：委員長（学生センター長）、産業医、衛生管理者、庶務課長又はこれに準ずる者、保健管理担

当者並びに教職員の推薦により選任された者 
 任務：近畿大学安全衛生委員会規程第２条に基づき、奈良キャンパスにおける教職員の労働災害及

び健康障害の防止その他快適な職場環境の形成を促進することに必要な措置を講ずること

を目的とする。主な任務は同規程第３条に定める事項である。 
 
附則 
この規程は平成１２年１０月２３日から施行する。 
この規程は平成２１年１０月１日から施行する。 
 
附則 
この規程の改正は、令和７年５月２０日から施行する。 
附則 
この規程の改正は、令和７年６月１７日から施行する。 
 



取組概要

大学等名 近畿大学（農学部）

教育プログラム名 農学部AIデータサイエンティスト養成プログラム

申請レベル 応用基礎レベル（学部・学科等単位）

申請年度 令和８年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 新規申請用
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